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改 訂 後 改 訂 前 

（2）併用注意（併用に注意すること） （2）併用注意（併用に注意すること） 

 薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

  （略）   （略）  

 ビルダグリプチン 血管浮腫のリスクが

増加するおそれがあ

る。 

機序不明      

  

4．副作用 

本剤は使用成績調査等の副作用発現頻度が明確となる

調査を実施していない。 

(1) 重大な副作用（頻度不明） 

1) ～ 7) 現行のとおり 

8)  剥脱性皮膚炎、中毒性表皮壊死融解症（Toxic 

Epidermal Necrolysis:TEN ）、皮膚粘膜眼症候群

（Stevens-Johnson症候群)、天疱瘡：剥脱性皮膚炎、中

毒性表皮壊死融解症（Toxic Epidermal Necrolysis:TEN）、

皮膚粘膜眼症候群（Stevens-Johnson症候群）、天疱瘡が

あらわれることがあるので、観察を十分に行い、異常が

認められた場合には、直ちに適切な処置を行うこと。 

9) ～ 12) 現行のとおり 

4．副作用 

本剤は使用成績調査等の副作用発現頻度が明確となる

調査を実施していない。 

(1) 重大な副作用（頻度不明） 

1) ～ 7) 省略 

8) 剥脱性皮膚炎、中毒性表皮壊死症（Lyell症候群）、皮

膚粘膜眼症候群（Stevens-Johnson症候群)、天疱瘡：剥

脱性皮膚炎、中毒性表皮壊死症（Lyell症候群）、皮膚粘

膜眼症候群（Stevens-Johnson症候群）、天疱瘡があらわ

れることがあるので、観察を十分に行い、異常が認めら

れた場合には、直ちに適切な処置を行うこと。 

 

9) ～ 12) 省略 

改訂理由 

◆自主改訂 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今回の改訂内容（記載整備を除く）は、日本製薬団体連合会発行 医薬品安全対策情報（DSU №307 2022年 4月）に掲載される予定です。 
最新の電子化された添付文書は、PMDA HP「医薬品に関する情報」（https://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/0001.html）
および弊社 HP（https://www.yg-nissin.co.jp/）に掲載致します。 
 


